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別添

■設計趣旨
色とりどりの植栽を配した軒の深い玄関ポーチ空間は、家族を温かく迎え入れるとともに、周辺
環境に対し緑を提供する役割を果たす。 
ＬＤＫの背の高い勾配天井にはハイサイドライトを配置し、日中の自然光で効果的に室内を
照らすことで、照明負荷を低減した。

■石川県産材の有効活用
石川県の県木である能登ヒバをはじめ、石川県産材をふんだんに活用。
能登ヒバにはヒノキチオールという成分が豊富に含まれており、除菌・消臭・調湿・アロマ効果
に優れ、
古くから建築に用いられている石川県を誇る木材である。
ストレスやアレルギーでお困りの方が増えている昨今、木をはじめ自然素材が生活空間の改善
に有効と、自然素材のすばらしさが見直されています。
土台、合板でも使用できない能登ヒバの端材をフローリングやＯＳＢとして余すことなく活用
しており、美しい木目と安らぐ香りが上質な空間を作り上げます。
小松の滝ケ原石と能登の珪藻土も採用し、素材もデザインも本物にこだわった住宅。
石川県の素材を余すことなく使用し、環境に配慮した再生可能な家づくりを実現した。

■快適で豊かな住まいの提案　　
断熱等級６相当、第一種換気全熱交換器システムを用い熱損失を軽減し、快適でありながらエ
アコンの稼働率も抑える。基礎断熱を採用し冬場の脚冷えも改善した。
また、自然素材に包まれた空間は、夏場の湿気やカビの発生も軽減する。
ダイニングテーブルやソファ・洗面・収納まで造作設計を手掛け、使い勝手よく統一感のある空
間を創造した。

■石川県産材の採用箇所
土台：能登ヒバ無垢材
壁面：能登ヒバOSB
床：能登ヒバフローリング
下地：能登ヒバ合板
側板：能登ヒバ集成材
軒裏天井：能登ヒバ羽目板
その他：滝ケ原石、能登珪藻土



物件名

設計者

所在地

T E L U R L

2024年度　第 ５２回 いしかわインテリアデザイン賞　「金沢市長賞」

能美市根上学習センター　子ども宇宙科学室　展示リニューアル

石川県能美市

ヨシダ宣伝株式会社　高橋　真紀・瀬川 咲樹・北島夕愛
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能美市根上学習センター子ども宇宙科学室展示リニューアル

根上学習センター（能美市）にある子ども宇宙科学室の展示リニューアル計画。

1995 年に能美市大成町に落下した「根上いん石」は、世界でも3 例しかない自動

車に衝突した珍しいいん石で、展示室ではその貴重な車を実物展示している。

今回のリニューアルでは、「新星景写真」による能美の星空を、壁面を活用してダ

イナミックに再現するとともに、子どもたちに楽しく学んでもらうために、

イラストを用いた分かりやすい表現とした。

また、いん石が衝突した車の横にモニターを設置しAR技術でいん石が落下する

様子をCG映像で再現するなど、コンパクトな空間ながらも、子どもたちの創造力

や探求心を刺激する展示空間を目指した。


